
 

※集計結果は別紙（資料）ご覧ください。 

                                             

 （学校教育目標）すすんでかかわり 生き生きとりくむ今富っ子 

 心（思いやりのある子） 頭（思いや考えを伝えられる子） 体（健康でたくましい子） 

成
果
と
課
題 

○あいさつについては、自分から進んでできた

児童が AB で 93％いるのに対して、気持ち

のよいあいさつができたと答えた保護者は

AB で８０％だった。学級委員によるあいさつ

運動の結果、玄関ではあいさつができるよう

になったが、登下校中に地域の方にあいさつ

をできる児童はまだ多くないことが分かる。 

○自分の学級がいごこちのよい学級だと感じる

ことができた児童は AB で９４％以上だった。

「ありがとう」を言えるようになったと保護者

からも喜びの声が聞かれた。 

△ふるさと小浜（今富）の良さが分かる児童の

育成に取り組めたと答えた教職員は、AB で

７３％で、目標値に届かなかった。 

○ペアやグループでの対話を様々な機会を捉

えて行ったことで、自分の思いや考えを伝え

様々な考えを知ったり、自分の考えを広げ深

めたりすることができた。AB 評価の児童が

95％前後。 

○家庭学習の手引きを活用して、自分に必要な

めあて設定し、記入した用紙を家の学習スペ

ースに掲示したことで、めあてを意識して学

習に取り組む児童が 95％近くいた。 

△対話の機会はもったが、児童の考えの広がり

や深まりの見取りや家庭へのお知らせが不

十分であった。 

△家庭学習のめあての設定についても、その後

の児童の取り組みについての把握や家庭へ

のお知らせが十分とは言えない。 

○今富スマートルールが普及していると感じる。

タブレットの待受画面にした効果が大きいので

は。 

○業間マラソンを頑張っている児童が多い。 

△保護者評価の「健康的な生活」となると A よ

りも B が多くなっている。今富スマートルールも

同様なので、児童の自己評価が高いだけかもし

れない。不健康な生活＝ゲームやテレビ時間多

すぎると捉えていいかもしれない。 

改
善
策
・対
応
策 

・委員会であいさつ運動に継続して取り組んだ

り、高学年がモデルとなったりして、児童発信

の形でよいあいさつができるようにする。 

・旗持ちの方、集合場所に来た保護者の方には

絶対にあいさつをする等、あいさつをする場

面を具体的に挙げて指導する。 

・自分の学級がいごこちがよいと感じていない

５％の児童について、Q-U 等を活用し、一人

ひとりに一層注目した学級経営を心がける。 

・教員自身が、ふるさとのよさを意識しながら指

導を行い、学んだよさを学年通信等で児童や

保護者に発信していくようにする。 

・学んだふるさとのよさについて、児童が自分の

言葉で発表する場を持つようにする。 

・児童の考えの広がりや深まりを教師が見取る

ことができるように、機会を捉えてふり返りを

行うとともに、通信等を通して家庭にも知ら

せ、学校で学んだことを家でも話題にできる

ようにする。 

・10 月後半に家庭学習のめあてについてふり

返りを行い、児童自身が成果を感じたり友達

と助言し合ったり、めあてを再設定したりでき

るようにし、家庭学習の質を上げられるように

する。再設定しためあてについては、必ず家

庭に知らせ、学校と家庭とで児童を支えられ

るようにする。 

・R6年度のPTA教育講演会でメディア使用に

ついて健康面から話を聴く。 

・自制できる心の育成をめざし、保健委員会や

情報委員会からの啓発 

・５、６年はメディア使用過多と健康の知識を高

めることも効果があるのでは。 

学校評価（中間）のアンケート結果についての考察と今後の対応  
 


